聴覚障害ソーシャルワークにおける文化モデルアプローチの概念研究―聴覚障害ソーシャルワーカーへのインタビュー調査分析をもとに― by 原 順子
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Examining Cultural Model Approach  













































































人は有資格者ではない。No.5 の E 氏が取得している資格名は手話通訳士であり、相談業務に関
わる専門職としての資格は有していないが、ろう文化と聴文化双方を体験している CODA 3）の










氏名 年齢 相談歴 聴者／聴覚障害者 資　格
1 A 氏 50 歳代 18 年 聴覚障害者 社会福祉士
2 B 氏 40 歳代 18 年 聴覚障害者 社会福祉士
3 C 氏 50 歳代 3 年 聴者 社会福祉士・精神保健福祉士・手話通訳士
4 D 氏 30 歳代 4 年 聴覚障害者 社会福祉士・介護福祉士
5 E 氏 40 歳代 4 年 聴者 手話通訳士
6 F 氏 50 歳代 7 年 聴覚障害者 なし
7 G 氏 60 歳代 4 年 聴覚障害者 社会福祉士
8 H 氏 50 歳代 3 年 聴覚障害者 なし
9 I 氏 50 歳代 17 年 聴覚障害者 社会福祉士
10 J 氏 50 歳代 30 年 聴覚障害者 社会福祉主事
11 K 氏 40 歳代 20 年 聴覚障害者 社会福祉主事
12 L 氏 60 歳代 40 年 聴覚障害者 社会福祉主事
13 M 氏 40 歳代 20 年 聴覚障害者 社会福祉主事
14 N 氏 30 歳代 15 年 聴者 社会福祉士・精神保健福祉士・手話通訳士
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3 - 2 ．インタビュー調査およびデータ収集の方法
























































































































































































































































































































































































1）ろう文化を CiNii で検索すると 102 件、DeafCulture を EBSCOhost で検索すると 494 件ヒットした。海
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